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北海道観光入込客数調査の内容と留意事項

１ 北海道観光入込客数調査について

本調査は、観光庁が定めた「観光入込客統計に関する共通基準」に準じて平成２２年度

に道が改正した「北海道観光入込客数調査要領」に基づき、観光入込客数などを推計した

ものです。

２ 調査内容

(1) 観光入込客数（実人数）

市町村が行う観光地点等入込客数調査、道が行う観光地点パラメータ調査及び観光庁

が提供する宿泊観光入込客数などのデータなどにより推計した北海道における観光入

込客の実人数

実人数：１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している場合で

も、１人と数えます。

訪日外国人来道者数（実人数）については、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の訪日外客

数や訪日外客訪問地調査などにより推計した北海道を訪れた外国人の実人数

(2) 観光入込客数（延べ人数）

各市町村の観光入込客数を集計した観光入込客数の延べ人数

延べ人数：市町村の実人数の単純合計

１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している

場合は、５人と数えます。

(3) 観光消費額単価

観光地点パラメータ調査により、道内客、道外客、外国人について、「観光」、「ビジ

ネス兼観光」別に推計した観光消費額単価

３ 利用上の留意事項

各数字は、四捨五入のため合計が合致しない場合があります。
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Ⅰ 観光入込客数（実人数）
１ 概況

平成２６年度の観光入込客数は、５,３７７万人となりました。

春や秋の観光シーズンの好天や十年に一度という美しさの紅葉に恵まれ、２月・３月

は暖冬となったほか、ＪＲ特急列車の運行再開、道外航空路線の夏限定運航による交通ア

クセスの向上などがあったことなどから、６月の長雨、８月・９月の大雨や幹線道路の通

行止め、１２月・１月の暴風雪による交通機関の障害などの影響はありましたが、前年度

に比べ１.３％の増加となり、昨年度の５,３１０万人を超え過去最高を更新しました。

２ 道内客・道外客・外国人別

道内客・道外客・外国人別にみると、道内客は４,６５４万人、道外客は５６９万人、

外国人が１５４万人となり、構成比では、道内客が８６.６％、道外客が１０.６％、外国

人が２.９％となっています。

３ 日帰り客・宿泊客別

日帰り客・宿泊客別にみると、日帰り客は３,６６８万人、宿泊客は１,７０９万人となり、

構成比では、日帰り客が６８.２％、宿泊客が３１.８％となっています。

４ 四半期別

四半期別にみると、第１四半期が１,４９５万人（構成比２７.８％、前年度比０.９％増）、

第２四半期が２,０５４万人（同３８.２％、同０.４％増）、第３四半期が８６２万人

（同１６.０％、同２.９％増）、第４四半期が９６７万人（同１８.０％、同２.３％増）と

なっています。

＜平成２６年度　観光入込客数（実人数）＞

区　　　　分 日帰り客 宿泊客 計 前年度比 構成比

１，０９９万人 ２４２万人 １，３４１万人 ＋０．４％ ８９．７％
第１四半期 １万人 １２７万人 １２８万人 ＋０．８％ ８．６％
(4～6月) － ２５万人 ２５万人 ＋２８．５％ １．７％

１，１０１万人 ３９４万人 １，４９５万人 ＋０．９％ １００．０％

１，５２８万人 ２８０万人 １，８０８万人 ＋０．１％ ８８．０％
第２四半期 ８万人 １９８万人 ２０６万人 ＋０．５％ １０．０％
(7～9月) － ４０万人 ４０万人 ＋２０．２％ １．９％

１，５３６万人 ５１８万人 ２，０５４万人 ＋０．４％ １００．０％

４６５万人 ２４３万人 ７０８万人 ＋１．９％ ８２．１％
第３四半期 １万人 １１９万人 １２０万人 ＋０．８％ １３．９％
(10～12月) － ３３万人 ３３万人 ＋４０．２％ ３．８％

４６７万人 ３９５万人 ８６２万人 ＋２．９％ １００．０％

５６３万人 ２３４万人 ７９７万人 ＋０．５％ ８２．４％
第４四半期 ２万人 １１３万人 １１４万人 ±０．０％ １１．８％
(1～3月) － ５６万人 ５６万人 ＋４３．９％ ５．８％

５６４万人 ４０２万人 ９６７万人 ＋２．３％ １００．０％

３，６５５万人 ９９９万人 ４，６５４万人 ＋０．５％ ８６．６％
合　　計 １３万人 ５５６万人 ５６９万人 ＋０．７％ １０．６％

－ １５４万人 １５４万人 ＋３３．７％ ２．９％
３，６６８万人 １，７０９万人 ５，３７７万人 ＋１．３％ １００．０％

道 内 客
道 外 客
外 国 人

合　　計
道 内 客
道 外 客
外 国 人

合　　計
道 内 客
道 外 客
外 国 人

合　　計

外 国 人

合　　計

道 内 客
道 外 客
外 国 人

合　　計
道 内 客
道 外 客
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５ 訪日外国人来道者数（実人数）

(1) 概 況

平成２６年度の訪日外国人来道者数は、国際定期便の新規就航や増便、クルーズ

船の寄港の増加、査証要件の緩和、免税制度の拡充、円安基調の継続などから前年度

に比べて３３.７％増加し、１５４万１,３００人となり、過去最高を更新しました。

なお、これは日本全体の平成２６年度訪日外国人旅行者１,４６７万人の１０.５％

となっています。

(2) 国・地域別

本道観光の主要市場であるアジア地域からの来

道者は１３５万２,５００人で、前年度に比べて３

６.１％の増加となりました。

国・地域別で見ると、台湾が４７万２,７００

人（前年度比１３．７％増）と最も多く、次いで、

中国が３４万人（同１１４.８％増）、韓国が２０

万１，１００人（同４２．０％増）、タイが１２

万８，３００人（同２９．９％増）、香港が１２

万２００人（同１２．０％増）となっています。

来道者数の多い主要な国・地域別の特徴は次の

とおりです。

８月に高雄市で発生したガス爆発事故の影響による旅行意欲の低下が懸念されましたが、

台 湾 円安による旅行商品の割安感や、繁忙期に合わせた増便やチャーター便の運航により、前

年度と比べ約１４％増となりました。

５月の桜・芝桜の鑑賞ツアーが定着したことや、円安傾向と１０月からの免税制度拡充

中 国 が相まってショッピング目的の需要を喚起しているほか、１月に開始された個人観光数次

ビザの発給要件緩和、航空便の増便やチャーター便での送客の増加により、前年度と比べ

約１１５％増と大幅な伸びとなりました。

４月に発生した旅客船沈没事故に伴い、旅行の自粛等が懸念されましたが、年度をとお

韓 国 してウォン高円安の傾向が継続したことやピーク時のＬＣＣの増便・臨時便の運航、９．

１０月の連休のほか、２月の旧正月の大型連休もあり、特に下期においては、前年度同期

比で７４％増加し、年度では前年度比約４２％増となりました。

雪のある冬の日本に対する良好なイメージが浸透しており、さっぽろ雪まつりを組み込

タ イ んだ北海道ツアーの人気が高かったほか、企業・団体のインセンティブ旅行が多く催行さ

れたことなどから、前年度と比べ約３０％増となりました。

香 港
冬の人気訪問地である札幌への増便やチャーター便、旧正月休暇の団体旅行商品の人気

などに加え、円安効果、免税制度の拡充を背景に、前年度と比べ約１２％増となりました。

台湾

30.7%

中国

22.1%

韓国
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タイ

8.3%

香港

7.8%

その他

18.1%
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＜平成２６年度訪日外国人来道者数（実人数）＞ （単位：人）

区 分 中　国 韓　国 台　湾 香　港 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ﾏﾚｰｼｱ タイ 小計

第１四半期 ２６年度 39,800 35,300 89,100 20,000 8,500 13,400 23,200 229,300

（４～６月） ２５年度 18,900 31,500 80,700 18,700 7,800 6,800 11,500 175,900

前年同期比 ＋110.6% ＋12.1% ＋10.4% ＋7.0% ＋9.0% ＋97.1% ＋101.7% ＋30.4%

第２四半期 ２６年度 63,500 65,400 132,900 36,600 13,000 17,200 37,700 366,300

（７～９月） ２５年度 32,300 52,300 125,100 36,500 12,900 13,100 29,700 301,900

前年同期比 ＋96.6% ＋25.0% ＋6.2% ＋0.3% ＋0.8% ＋31.3% ＋26.9% ＋21.3%

第３四半期 ２６年度 60,700 39,300 124,300 32,700 14,300 7,600 17,200 296,100

（10～12月） ２５年度 28,200 18,500 102,600 28,000 10,500 5,700 12,300 205,800

前年同期比 ＋115.2% ＋112.4% ＋21.2% ＋16.8% ＋36.2% ＋33.3% ＋39.8% ＋43.9%

第４四半期 ２６年度 176,000 61,100 126,400 30,900 5,100 11,100 50,200 460,800

（１～３月） ２５年度 78,900 39,300 107,200 24,100 4,400 10,800 45,300 310,000

前年同期比 ＋123.1% ＋55.5% ＋17.9% ＋28.2% ＋15.9% ＋2.8% ＋10.8% ＋48.6%

２６年度 340,000 201,100 472,700 120,200 40,900 49,300 128,300 1,352,500

合　　計 ２５年度 158,300 141,600 415,600 107,300 35,600 36,400 98,800 993,600

前年同期比 ＋114.8% ＋42.0% ＋13.7% ＋12.0% ＋14.9% ＋35.4% ＋29.9% ＋36.1%

区 分 ロシア 米国 カナダ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ その他 合計

第１四半期 ２６年度 3,200 4,900 1,900 4,100 9,700 253,100

（４～６月） ２５年度 3,100 4,000 1,700 3,100 9,200 197,000

前年同期比 ＋3.2% ＋22.5% ＋11.8% ＋32.3% ＋5.4% ＋28.5%

第２四半期 ２６年度 4,600 8,900 3,300 2,900 14,900 400,900

（７～９月） ２５年度 4,000 7,700 3,200 2,500 14,100 333,400

前年同期比 ＋15.0% ＋15.6% ＋3.1% ＋16.0% ＋5.7% ＋20.2%

第３四半期 ２６年度 2,300 5,600 3,000 4,300 20,900 332,200

（10～12月） ２５年度 2,700 4,700 2,600 3,500 17,700 237,000

前年同期比 △14.8% ＋19.1% ＋15.4% ＋22.9% ＋18.1% ＋40.2%

第４四半期 ２６年度 2,700 22,400 5,500 27,400 36,300 555,100

（１～３月） ２５年度 3,300 17,100 3,200 26,300 25,800 385,700

前年同期比 △18.2% ＋31.0% ＋71.9% ＋4.2% ＋40.7% ＋43.9%

２６年度 12,800 41,800 13,700 38,700 81,800 1,541,300

合　　計 ２５年度 13,100 33,500 10,700 35,400 66,800 1,153,100

前年同期比 △2.3% ＋24.8% ＋28.0% ＋9.3% ＋22.5% ＋33.7%



- 4 -

Ⅱ 観光入込客数（延べ人数）
１ 総 数

平成２６年度の全道１７９市町村における観光入込客数（実数）を合計した総数（延

べ人数）は、１億３,３４３万人で、前年度に比べて１.２％の増加となりました。

また、宿泊客延べ数の合計は、３,２７９万人泊で、前年度に比べて２.１％の増加と

なりました。

２ 圏域別

圏域別の観光入込客数（延べ人数）を見ると、オホーツク圏を除く５圏域が前年度に

比べ増加しており、釧路・根室圏６.０％、十勝圏２.７％、道北圏２.１％、道南圏１.５

％、道央圏０.６％の増加となりました。

また、宿泊客延べ数では、すべての圏域が前年度に比べ増加しました。

なお、各圏域の特徴は次のとおりです。

９月の大雨による支笏湖畔の国道の土砂崩れなどはありましたが、余市町を舞台
道 央 圏 にした連続テレビドラマの放映や、小樽港や室蘭港などへのクルーズ船の寄港、春

節時期をはじめとした外国人客の伸びなどにより微増となりました。
前年に函館市で開催された大規模イベントの反動減はありましたが、桜の開花時

道 南 圏 期がゴールデンウィークと重なったことや、５月の廃線を控えＪＲ江差線の乗客数
の増加のほか、１１月から３月の天津－函館間のチャーター便による外国人客の増

加などにより増加しました。
８月に礼文町で土砂崩れを起こした大雨などはありましたが、「青い池」（美瑛町）

道 北 圏 や「雲海テラス」（占冠村）などの人気が継続し、９月には１０年に一度の紅葉に恵

まれ、冬季のイベントも好調だったことなどから増加しました。
７月から８月の女満別－伊丹の航空路線の再開や、平年より早い流氷接岸などによ

オホーツク圏 る増加はありましたが、「山の水族館」（北見市）の来場者数が落ち着いてきたことや、
夏のイベント開催時に悪天候が重なったこと、冬期間の暴風雪に伴う通行止などによ

り減少となりました。
８月の帯広－中部の航空路線の再開や、国際農業機械展など大規模イベントの開

十 勝 圏 催、冬季にはまとまった降雪によりスキー場の利用者が回復したことなどから増加

しました。
８月の釧路－中部の航空路線の再開、釧路港などへのクルーズ船の寄港の増加、

釧路・根室圏 知床横断道路が前年より早く開通したことや、冬季には全国規模のスポーツ大会の
開催などから増加しました。

＜圏域別観光入込客数（延べ人数）＞

圏　域 観光入込客数 前年度比 増減数 構成比

道　央 7,319万人 ＋0.6% ＋46万人 54.9%

道　南 1,162万人 ＋1.5% ＋17万人 8.7%

道　北 2,185万人 ＋2.1% ＋44万人 16.4%

オホーツク 830万人 △2.0% △17万人 6.2%

十　勝 993万人 ＋2.7% ＋26万人 7.4%

釧路・根室 854万人 ＋6.0% ＋48万人 6.4%

合　計 13,343万人 ＋1.2% ＋165万人 100.0%
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道南
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ツク
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釧路・根室
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３ 市町村別

観光入込客数（実人数）を市町村別でみると、札幌市が１,３４２万人（前年度比

１.１％減）で最も多く、次いで、小樽市７４５万人（同４.８％増）、旭川市５３５万人

（同０.３％増）、以下、函館市、千歳市、釧路市、登別市の順となっています。

一方、宿泊客延べ数でみると、札幌市が１,１１０万人泊（前年度比１.９％増）で最も

多く、次いで、函館市３６１万人泊（同２.１％増）、釧路市１２９万人泊（同７.６％増）、

以下、登別市、帯広市、倶知安町、小樽市の順となっています。

道央

57.3%

道南

12.4%

道北

12.9%

オホーツク

5.5%

十勝

6.0%

釧路・根室 5.8%

＜観光入込客数(実人数)の多い市町村＞ ＜宿泊客延べ数の多い市町村＞

順位 市町村名 入込客数 前年度比 順位 市町村名 宿泊客延べ数 前年度比

1 札幌市 1,342万人 △1.1% 1 札幌市 1,110万人泊 ＋1.9%

2 小樽市 745万人 ＋4.8% 2 函館市 361万人泊 ＋2.1%

3 旭川市 535万人 ＋0.3% 3 釧路市 129万人泊 ＋7.6%

4 函館市 484万人 ＋0.4% 4 登別市 121万人泊 ＋0.2%

5 千歳市 468万人 △7.0% 5 帯広市 102万人泊 ＋5.5%

6 釧路市 392万人 ＋11.1% 6 倶知安町 97万人泊 ＋8.3%

7 登別市 354万人 ＋6.4% 7 小樽市 78万人泊 ＋3.9%

8 洞爺湖町 279万人 ＋7.6% 8 旭川市 74万人泊 ＋8.4%

9 喜茂別町 264万人 △0.3% 9 上川町 72万人泊 △1.0%

10 帯広市 258万人 ＋2.8% 10 富良野市 71万人泊 ＋3.0%

11 上川町 206万人 ＋1.7% 11 北見市 70万人泊 ＋34.5%

12 七飯町 195万人 △1.3% 12 洞爺湖町 63万人泊 ＋9.6%

13 苫小牧市 186万人 ＋1.3% 13 ニセコ町 61万人泊 ＋11.9%

14 石狩市 182万人 △0.0% 14 網走市 45万人泊 △0.2%

15 白老町 179万人 ＋2.3% 15 音更町 44万人泊 △0.3%

16 美瑛町 179万人 ＋19.9% 16 斜里町 42万人泊 △6.9%

17 伊達市 177万人 ＋2.8% 17 留寿都村 40万人泊 ＋4.9%

18 壮瞥町 176万人 ＋5.1% 18 稚内市 38万人泊 △4.5%

19 富良野市 172万人 △2.7% 19 占冠村 38万人泊 ＋4.8%

20 ニセコ町 159万人 ＋1.5% 20 伊達市 37万人泊 ＋32.1%

〈圏域別宿泊客延べ数〉

圏　域 宿泊客延数 前年度比 増減数 構成比

道　央 1,879万人泊 ＋1.9% ＋34万人泊 57.3%
道　南 408万人泊 ＋0.8% ＋3万人泊 12.4%
道　北 422万人泊 ＋0.2% ＋1万人泊 12.9%

オホーツク 180万人泊 ＋9.1% ＋15万人泊 5.5%
十　勝 198万人泊 ＋3.2% ＋6万人泊 6.0%

釧路・根室 190万人泊 ＋4.4% ＋8万人泊 5.8%
全　道 3,279万人泊 ＋2.1% ＋68万人泊 100.0%
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４ 訪日外国人来道者の宿泊延べ数

(1) 国・地域別

平成２６年度の訪日外国人来道者の宿泊延べ数は、４７０万１千人泊で、前年度に

比べて２７.５％の増加となりました。

国・地域別に見ると、台湾が１５１万８千人泊で全体の３２.３％を占め最も多く、

次いで中国が８９万７千人泊で１９.１％、香港が５６万１千人泊で１１.９％、韓国

が４３万１千人泊で９.２％、タイが３０万２千人泊で６.４％、以下シンガポール、

オーストラリアなどの順となっています。

(2) 圏域別

圏域別に見ると、道央圏が３４３万人泊と全道の７３.０％を占め最も多く、次いで

道北圏、道南圏、十勝圏、釧路・根室圏、オホーツク圏の順となっています。

前年度と比較すると、道北圏の前年度比３３．０％増をはじめ、他の５圏域でも増

加し、全道では２７．５％の増加となりました。

(3) 市町村別

市町村別に見ると、札幌市が１８０万５千人泊（前年度比３２.６％増）で最も多く、

次いで登別市が３７万３千人泊（同１８.５％増）、函館市３６万４千人泊（同２１.１％増）、

倶知安町２９万２千人泊（同６.６％増）、上川町２１万７千人泊（同２０.６％増）とな

っています。

〈圏域別訪日外国人来道者宿泊延べ数〉 (単位：人泊）

ア　　ジ　　ア

中国 韓国 台湾 香港 シンガポール マレーシア タイ インド インドネシア フィリピン ベトナム

道　央 703,103 382,704 898,557 429,142 181,701 93,138 243,694 2,713 28,558 10,052 2,048

道　南 62,305 14,958 242,376 15,475 12,147 6,541 12,060 169 2,754 262 21

道　北 85,257 20,933 237,559 56,147 29,465 11,600 36,774 273 4,432 1,339 309

ｵﾎｰﾂｸ 14,786 4,993 31,872 23,832 6,600 2,634 4,204 51 266 285 78

十　勝 13,071 3,501 48,545 23,069 13,566 3,375 2,102 16 1,205 31 33

釧路・根室 18,529 3,653 59,500 13,279 6,580 3,334 2,875 35 756 476 142

全　　道 897,051 430,742 1,518,409 560,944 250,059 120,622 301,709 3,257 37,971 12,445 2,631

前年度比 ＋117.9% ＋43.3% ＋16.1% ＋8.8% ＋2.1% ＋25.6% ＋22.7% ＋36.3% ＋63.2% ＋129.9% ＋107.0%

構成比 19.1% 9.2% 32.3% 11.9% 5.3% 2.6% 6.4% 0.1% 0.8% 0.3% 0.1%

ロシア イギリス フランス ドイツ アメリカ カナダ

道　央 17,180 19,267 6,615 6,174 72,710 13,818 189,487 130,012 3,430,673 2,670,416 ＋28.5%

道　南 254 551 490 370 4,171 647 1,992 9,589 387,132 323,664 ＋19.6%

道　北 2,511 1,192 1,572 980 5,964 1,516 19,281 22,716 539,820 405,839 ＋33.0%

ｵﾎｰﾂｸ 371 481 524 352 1,892 263 777 2,521 96,782 78,830 ＋22.8%

十　勝 170 106 241 282 1,669 328 11,200 2,719 125,229 107,549 ＋16.4%

釧路・根室 2,349 738 387 306 2,484 379 653 4,932 121,387 102,160 ＋18.8%

全　　道 22,835 22,335 9,829 8,464 88,890 16,951 223,390 172,489 4,701,023 3,688,458 ＋27.5%

前年度比 △8.7% ＋38.4% ＋18.1% ＋34.8% ＋23.3% ＋37.1% △3.8% ＋7.0% ＋27.5%

構成比 0.5% 0.5% 0.2% 0.2% 1.9% 0.4% 4.8% 3.7% 100.0%

計 25年度 前年度比

圏　域

圏　域
ヨーロッパ 北　　米

オーストラリア その他
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【宿泊延べ数の多い上位５カ国・地域】 【宿泊延べ数の多い市町村】

順位 国名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 台湾 1,518,409人泊 ＋16.1% １ 札幌市 1,804,999人泊 ＋32.6%
２ 中国 897,051人泊 ＋117.9% ２ 登別市 372,555人泊 ＋18.5%
３ 香港 560,944人泊 ＋8.8% ３ 函館市 363,560人泊 ＋21.1%
４ 韓国 430,742人泊 ＋43.3% ４ 倶知安町 291,986人泊 ＋6.6%
５ タイ 301,709人泊 ＋22.7% ５ 上川町 217,154人泊 ＋20.6%

【中国の宿泊延べ数の多い市町村】 【韓国の宿泊延べ数の多い市町村】

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 札幌市 405,004人泊 ＋125.0% １ 札幌市 210,936人泊 ＋56.7%
２ 函館市 55,124人泊 ＋244.9% ２ 登別市 56,067人泊 ＋15.1%
３ 登別市 50,125人泊 ＋185.2% ３ 壮瞥町 21,580人泊 ＋147.4%
４ 洞爺湖町 48,488人泊 ＋160.4% ４ 留寿都村 20,242人泊 ＋61.5%
５ 壮瞥町 44,520人泊 ＋104.8% ５ 洞爺湖町 18,351人泊 ＋60.5%

【台湾の宿泊延べ数の多い市町村】 【香港の宿泊延べ数の多い市町村】

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 札幌市 491,136人泊 ＋25.5% １ 札幌市 241,740人泊 ＋10.0%
２ 函館市 232,542人泊 ＋7.6% ２ 倶知安町 49,932人泊 ＋9.9%
３ 登別市 172,584人泊 ＋4.7% ３ 登別市 34,962人泊 ＋9.2%
４ 上川町 139,327人泊 ＋15.0% ４ ニセコ町 29,753人泊 ＋45.9%
５ 洞爺湖町 80,220人泊 ＋34.0% ５ 小樽市 17,451人泊 △23.2%

【シンガポールの宿泊延べ数の多い市町村】 【タイの宿泊延べ数の多い市町村】

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 札幌市 81,320人泊 △7.0% １ 札幌市 143,740人泊 ＋11.8%
２ 倶知安町 27,911人泊 ＋15.0% ２ 上川町 22,150人泊 ＋71.0%
３ 登別市 16,139人泊 △14.1% ３ 登別市 17,451人泊 ＋9.9%
４ 函館市 11,855人泊 ＋44.2% ４ 壮瞥町 13,151人泊 ＋17.5%
５ 上川町 11,702人泊 △25.1% ５ 小樽市 12,718人泊 ＋80.5%

【オーストラリアの宿泊延べ数の多い市町村】 

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 倶知安町 120,074人泊 △16.6%
２ ニセコ町 22,129人泊 ＋11.0%
３ 札幌市 20,462人泊 ＋9.3%
４ 留寿都村 17,197人泊 ＋14.6%
５ 富良野市 14,798人泊 ＋4.7%

〈圏域別訪日外国人来道者宿泊延べ数〉

道央

73.0%

道南

8.2%

道北

11.5%

オホーツク

2.1%

十勝

2.7%
釧路・根室

2.6%
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Ⅲ 観光消費額単価

道内１３の観光地点において実施したパラメータ調査により得られた観光消費額単価は、

下表のとおりとなっています。

※ （ ）内の数値は、前年度の単価です。

「観光消費額単価」は、道内１３の観光地点で実施したパラメータ調査により得られたサンプルか

ら算出しています。

なお、Ｈ２３年度から、外国人の「観光」については、上記の道内１３の観光地点に加え、新千歳

空港において実施した調査により算出していますが、「ビジネス兼観光」はサンプルが少ないため、

観光庁から提供された単価を掲載しています。

また、Ｈ２４年度第４四半期からは、道内客、道外客、外国人客とも、「ビジネス兼観光」は観光

庁から単価が提供されることとなったため、その値を掲載しています。

＊ 平成２７年１１月に観光庁から消費額単価の訂正があったため、第４四半期の道内客、道外客のビジ

ネス兼観光の消費額単価を訂正しました。

 　＜平成２６年度  観光消費額単価＞ （単位：円）

区　　　　　分　 日帰り 宿　泊

観光 ４，１７２ （ ４，０４６ ） ２１，９３８ （ ２１，２１２ ）
第１ ビジネス兼観光 ５，２６９ （ ４，８８５ ） １４，６０８ （ ２０，６１６ ）

四半期 観光 ９，６００ （ ９，２５０ ） ７５，４３１ （ ７６，０５３ ）
ビジネス兼観光 ５，４９０ （ ５，２４２ ） ２７，３４０ （ ２５，４７７ ）

(4～6月) 観光 １４，６９８ （ １３，６５３ ） １２１，２４３ （ １２０，１２４ ）
ビジネス兼観光 ８，７０３ （ ７，８３２ ） ４５，５０６ （ ６３，２８５ ）

観光 ３，３５２ （ ３，３１４ ） ２５，３０７ （ ２４，５７１ ）
第２ ビジネス兼観光 ５，１８４ （ ４，６１６ ） １５，００８ （ ２０，６７４ ）

四半期 観光 ２３，６０６ （ ２２，８００ ） ８４，４７４ （ ８３，０３４ ）
ビジネス兼観光 ５，１９８ （ ５，２６７ ） ２４，３５３ （ ２４，５４８ ）

(7～9月) 観光 １４，２９１ （ １４，２２１ ） １２８，２３４ （ １２６，４１３ ）
ビジネス兼観光 ７，４０６ （ ８，１８４ ） ５６，５３６ （ ５８，４６８ ）

観光 ４，０８９ （ ４，０１６ ） ２２，７９７ （ ２２，３２５ ）
第３ ビジネス兼観光 ３，７５７ （ ４，７２１ ） １５，２１０ （ ２０，４６１ ）

四半期 観光 ２０，８４３ （ ２０，４４１ ） ６７，４３６ （ ６６，５６７ ）
ビジネス兼観光 ５，２８６ （ ５，１９９ ） ２５，８７８ （ ２５，１１５ ）

(10～12月) 観光 １６，４６５ （ １３，２７６ ） １４９，０１３ （ １３５，２０７ ）
ビジネス兼観光 ８，９４０ （ ９，４９９ ） ５８，９０１ （ ５２，６４９ ）

観光 ２，９７０ （ ２，９１６ ） ２１，７７０ （ ２１，２６８ ）
第４ ビジネス兼観光 * ３，５０８ （ ６，０７１ ） * ２４，２１８ （ ２０，９１７ ）

四半期 観光 ２３，７００ （ ２３，２５０ ） ７５，９５７ （ ７５，１７２ ）
ビジネス兼観光 * ６，４５３ （ ５，２００ ） * ２５，０７５ （ ２８，１７６ ）

(1～3月) 観光 １１，８９４ （ １４，５６０ ） １５０，７６１ （ １２０，７９１ ）
ビジネス兼観光 １６，１７７ （ ８，５１３ ） ９２，４８２ （ ３９，８１５ ）

外 国 人

道 内 客

道 外 客

外 国 人

道 内 客

道 外 客

外 国 人

道 内 客

道 外 客

外 国 人

道 内 客

道 外 客
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